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 人手足りていますか？
　　外国人材の雇用について～特定技能１号・2号～
経営相談 税務・労務Q&A
税務●損害賠償金の必要経費算入について
労務●離職理由をめぐる労使間の理解の相違について

談話室
●富山県は熱中症死亡者数が多い！？
　～他人事ではなく予防対策を～
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全
国
に
広
が
る
人
手
不
足

　

高
岡
商
工
会
議
所
が
四
半
期
毎
に
実
施
す
る
地
域
経
済
動
向

調
査
の
２
０
１
９
年
度
第
１
四
半
期
分（
Ｐ
４
参
照
）に
お
い
て

地
域
企
業
の
従
業
員
充
足
感
は
過
去
最
低
を
記
録
し
た
。
こ
れ

は
当
所
に
記
録
が
の
こ
る
調
査
結
果
に
お
い
て
最
悪
の
数
字
で
、

全
て
の
業
種
で
人
手
不
足
が
深
刻
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
改
め

て
示
し
た
形
と
な
っ
た
。

　

全
国
に
お
い
て
も
同
様
で
、
日
本
・
東
京
商
工
会
議
所
が

２
０
１
９
年
３
月
に
行
っ
た「
人
手
不
足
等
へ
の
対
応
に
関
す
る

調
査
」に
お
い
て
も
、
人
員
が
不
足
し
て
い
る
と
回
答
し
た
企
業

は
66
・
４
％
に
達
し
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
は
、
北
海
道

（
74
・
４
％
）が
最
も
高
く
、
北
陸
信
越（
66
・
８
％
）は
全
９
ブ
ロ
ッ

ク
中
、
九
州（
70
・
９
％
）、
四
国（
68
・
１
％
）に
次
ぐ
４
番
目

に
高
い
数
値
と
な
っ
た
。

今
後
の
見
通
し

　

同
調
査
に
お
い
て
は
、
今
後
の
見
通
し
で
も
半
数
以
上（
52
・

１
％
）の
企
業
で
不
足
感
が
増
す
と
回
答
し
て
お
り
、
将
来
に
お

い
て
も
厳
し
い
見
方
を
す
る
企
業
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

は
、
国
内
の
生
産
年
齢
人
口
が
１
９
９
５
年
に
ピ
ー
ク
に
達
し
て

以
降
減
少
を
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
当
然
の
反
応
と
い
え
る
。

富
山
県
人
口
ビ
ジ
ョ
ン（
富
山
県
２
０
１
５
年
）で
示
し
て
い
る

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
推
計
で
は
、
生
産
年
齢
人
口

（
15
～
64
歳
）は
２
０
１
０
年
６
６
５
、０
２
７
人
か
ら
２
０
２
０

年
５
７
４
、８
０
５
人
、
２
０
３
０
年
５
２
１
、８
２
３
人
と
20
年

間
で
１
４
３
、２
０
４
人
、
21
・
５
％
の
減
少
と
し
て
い
る
。
一

方
で
65
歳
以
上
の
老
年
人
口
は
、
２
０
４
０
年
頃
ま
で
は
ほ
ぼ
横

ば
い
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

企
業
の
対
応
・
働
き
手
と
し
て
の
外
国
人
材

　

人
手
不
足
に
よ
り
人
員
の
充
足
が
難
し
い
中
、
事
業
を
継
続

す
る
た
め
に
、
①
既
存
業
務
の
効
率
化
、
②
不
要
業
務
の
廃
止

等
業
務
の
見
直
し
、
③
研
修
等
に
よ
る
社
員
の
能
力
向
上
な
ど

生
産
性
向
上
に
前
向
き
に
取
り
組
む
企
業
が
あ
る
一
方
で
、
残

業
・
休
日
出
勤
や
経
営
者
・
管
理
職
が
補
う
な
ど
世
の
働
き
方

改
革
の
動
き
に
逆
行
す
る
よ
う
な
対
応
で
何
と
か
や
り
く
り
す

る
企
業
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
外
国
人
材
の
受
け
入

れ
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
前
述
の
調
査
で
は
、
外
国
人
材
の
雇
用
を

検
討
し
て
い
る
と
答
え
た
企
業
は
４
社
に
1
社（
25
・
２
％
）に

達
し
、
既
に
雇
用（
19
・
３
％
）、
雇
用
予
定（
６
・
３
％
）と
あ
わ

せ
る
と
半
数（
50
・
８
％
）が
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
外
国
人

材
を
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。（
左
図
）

　

国
内
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
を
背

景
に
生
産
年
齢
人
口
が
急
速
に
減
少
し
て
お
り
、

様
々
な
業
種
で
人
手
不
足
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め「
出
入
国

管
理
及
び
難
民
認
定
法
」が
２
０
１
８
年
に
改
正

さ
れ
、
２
０
１
９
年
４
月
の
施
行
に
よ
り
外
国

人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
新
た
な
仕
組
み
が
構

築
さ
れ
た
。

外国人材の受け入れニーズ（日商調査）

既に雇用している…（19.3％）
雇用予定…（6.3％）
雇用を検討している…（25.2％）
ない…（48.0％）、無回答…（1.1％）

人
手
足
り
て
い
ま
す
か
？

　

外
国
人
材
の
雇
用
に
つ
い
て 

～
特
定
技
能
１
号
・
２
号
～

既に雇用している
（19.3％）

無回答（1.1％）

雇用予定
（6.3％）

雇用を検討している
（25.2％）

ない（48.0％）
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国
の
対
応

　

国
は
女
性
の
活
躍
や
若
年
無
業
者
の
就
業
、
高
齢
者
の
生
涯

現
役
社
会
の
実
現
な
ど
多
様
な
働
き
手
の
参
画
や
働
き
方
の
導

入
を
促
し
た
い
考
え
だ
が
、
緊
急
に
対
応
が
必
要
な
分
野
等
へ

の
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
議
論
が
行
わ
れ
、
人
手

不
足
の
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
２
０
１
８
年
12
月
、
出
入
国
管

理
及
び
難
民
認
定
法
が
改
正
さ
れ
た
。
改
正
で
は
、
新
た
な
在

留
資
格
で
あ
る「
特
定
技
能
１
号
」及
び「
特
定
技
能
２
号
」を
作

り
、
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
建
設
業
、
宿
泊
業
な
ど
14
の
業

種
に
一
定
の
専
門
性
・
技
能
を
有
す
る
外
国
人
材
を
受
け
入
れ

る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。

特
定
技
能
１
号
・
２
号
と
は
？

　

特
定
技
能
１
号
は
、
相
当
程
度
の
知
識
又
は
経
験
を
要
す
る

業
務
に
就
く
外
国
人
に
与
え
ら
れ
る
在
留
資
格
で
あ
る
。
技
能

実
習
２
号
を
修
了
ま
た
は
、
日
本
語
試
験
及
び
技
能
試
験
に
合

格
し
た
外
国
人
に
最
長
５
年
の
在
留
を
認
め
る
。
家
族
帯
同
は

基
本
的
に
認
め
ら
れ
な
い
。
４
月
１
日
現
在
、受
け
入
れ
対
象
は
、

介
護
や
建
設
、
宿
泊
等
の
計
14
分
野
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
定
技
能
２
号
は
、
熟
練
し
た
技
能
を
要
す
る
業
務
に
就
く

外
国
人
に
与
え
ら
れ
る
在
留
資
格
で
あ
る
。
在
留
期
間
は
、３
年
・

１
年
ま
た
は
６
か
月
ご
と
の
更
新
で
、
審
査
を
通
過
す
れ
ば
何

度
で
も
更
新
で
き
る
。
１
号
と
は
異
な
り
配
偶
者
や
子
供
等
家

族
の
帯
同
も
可
能
と
な
る
。
４
月
１
日
現
在
、受
け
入
れ
対
象
は
、

建
設
と
造
船
・
舶
用
工
業
の
２
分
野
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

結　

び

　

国
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
改
正
に
よ
り
単
純

労
働
分
野
に
つ
い
て
も
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す
る
こ

と
を
示
し
、
在
留
資
格「
特
定
技
能
」に
よ
っ
て
５
年
間
で
最
大

３
４
５
、１
５
０
人
の
受
け
入
れ
を
見
込
む
。
ま
た「
技
能
実
習
」

と
い
う
形
で
既
に
多
く
の
外
国
人
材
が
市
内
企
業
で
も
技
能
を

学
ん
で
い
る
。
国
は
当
面
の
間
、
特
定
技
能
１
号
の
半
分
程
度

は
技
能
実
習
か
ら
の
移
行
と
み
て
お
り
、
技
能
実
習
の
最
大
５

年
の
滞
在
期
間
に
特
定
技
能
の
最
大
５
年
間
が
延
長
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。

　

意
識
に
お
い
て
も
外
国
人
材
の
活
用
に
前
向
き
な
企
業
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
そ
の
姿
が
多
く

の
職
場
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
生
産
年
齢
人
口
の

急
激
な
減
少
な
ど
国
内
の
人
手
不
足
は
慢
性
的
に
続
く
こ
と
を

前
提
に
、
企
業
で
は
、
さ
ら
な
る
Ｉ
Ｔ
導
入
や
自
動
化
な
ど
効

率
化
を
図
り
労
働
生
産
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
賃
金
や
労
働

環
境
な
ど
待
遇
面
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
で
は
な
い

か
。
今
回
の
在
留
資
格「
特
定
技
能
」の
新
設
を
企
業
の
今
後
の

在
り
方
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
し
た
い
。

特定技能１号 特定技能２号

技能水準
試験等で確認

（相当程度の知識・技能）

試験等で確認

（熟練した知識・技能）

日本語能力水準

試験等で確認

（ある程度日常会話がで

き、生活に支障がない

程度を基本とし、業務

上必要な日本語能力が

必要）

―

在留期間
通算で上限５年

（期限更新不可）

更新が可能

（審査が必要）

家族帯同
×

（基本的に認めない）

○

（要件を満たせば可能）

特定産業分野

14 分野 ２分野

介護、ビルクリーニン

グ、素形材産業、産業

機械製造業、電気・電

子情報関連産業、建設、

造船・舶用工業、自動

車 整 備、 航 空、 宿 泊、

農業、漁業、飲食料品

製造業、外食業

建設、造船・舶用工業

参考資料：法務省出入国在留管理庁資料等

特定技能１号・２号比較表



OTOHP

YRARBIL

高岡商工会議所会員
親睦ゴルフ大会

ゴルフ＆懇親会で会員同士の交流と親睦深める
　毎年恒例イベント、高岡商工会議所会員相互の親睦
を図るゴルフ大会を花尾カントリークラブで開催した。
梅雨時にも関わらず、雨は一切降らず、会員事業所87
名は気持ちよくプレーを楽しんだ。結果は、松島工業
㈱の松嶋浩二氏がネット69.8の好スコアで優勝。競技
終了後、参加者らは商工レストランでの表彰式・懇親
会で親睦を深めた。大会ではチャリティ募金も併せて
行われ、集まった寄付金は北海道胆振東部地震災害の
義援金に充てられた。

中堅社員セミナー
「報・連・相」の指導方法と

コミュニケーションの取り方を学ぶ
　「質の高い報・連・相のポイント」と題した中堅社員
セミナーを高岡商工ビルで開催し、21社31名が参加し
た。講師にはBlooming Place 代表 松田美紀氏をお招
きし、報・連・相がスムーズに行われることで得られ
る職場内での効果や、上手に報・連・相を行うための
ポイントを解説いただいた。また、グループワークで
は報・連・相が業務の中で抜けてしまう原因について
互いに意見を出し合い、参加者らは“報・連・相”の目
的とその重要性を再確認した。

専門相談員等懇談会
専門相談員等13名が

当地域の現状について意見交換
　中小企業の経営状況等について意見交換をする専門
相談員等懇談会が高岡商工ビルで行われ、高岡商工会
議所の専門相談員や商工調停士等13名が出席した。事
務局から高岡商工会議所の昨年度の経営支援実績や小
規模事業者に対する経営支援事例について説明があっ
た後、従業員の確保難や人材育成など労働に関する問
題や事業承継の問題など、最近の相談内容や当地域の
事業者の状況等について専門相談員らによる意見交換
が行われた。

議員視察
長崎商工会議所との懇談で

観光振興の取り組みを学ぶ
　長崎市内を巡る議員視察を行い、議員17名が参加し
た。一日目は世界文化遺産登録となった大浦天主堂や
産業観光施設である三菱重工業㈱長崎造船所史料館な
どを見学。二日目は㈱竹中銅器が修復を手掛けた平和
公園の平和祈念像や路面電車を運行する長崎電気軌道
を訪問した。長崎商工会議所との懇談会では、高岡市
のPRをした後、商店街のキャッシュレス対応や無料
Wi-Fiの整備など訪日外国人をターゲットにした観光振
興や「MICE」の誘致に向けた取り組みなどを学んだ。

6.18

5.29

6.21

6.13·14



OTOHP

YRARBIL

消費税軽減税率対策セミナー
消費税増税・軽減税率制度

導入に向けた対策を学ぶ
　消費税増税を今年10月に控え、消費税の基礎知識や

軽減税率制度について学ぶセミナーを高岡商工ビルで

開催し、30名が参加した。セミナーでは税理士法人中

村税務みらい経営 代表社員 中村総一郎氏から消費税の

仕組みや軽減税率制度導入で変更となる事務作業につ

いて解説があり、参加者らは配布された消費税転嫁・

軽減税率対策パンフレットを確認しながら、間近に迫

る増税と軽減税率制度の導入に備えて理解を深めた。

総務・働き方改革推進常任委員会
働き方改革をスムーズに実践するために

「働き方改革推進部会」への参加を !
　総務・働き方改革推進常任委員会を高岡商工ビルで
開催し、委員12名が出席した。会議では、平成30年度
の収支決算と、「地域振興プラン」の５つの戦略に基づ
く各種事業の取組みを報告。委員からはふるさと納税
特産品事業についての詳細やたかおか企業人材確保推
進事業のセミナー開催における成果についての意見が
あった。その他、事務局からは働き方改革推進部会へ
の参加や商工会議所の会員増強運動への協力について
依頼した。

6.256.27

　富山GRNサンダーバーズ対北海道日本ハムファイターズ（２軍）交流戦を高岡西部総合公園野球場（ボール
パーク高岡）で開催した。試合前には、スポーツ少年団「戸出東部ハンターズ」によるストラックアウトを始め、
川村人志会頭がピッチャー、二岡智宏監督（サンダーバーズ）がバッターを務める始球式が行われ、試合途中に
は北海道日本ハムファイターズ南砺後援会からの賞品提供もあったお楽しみ抽選会を行い、大いに盛り上がっ
た。また、入場口近くの中二階には、当所の事業をPRするブースを設けた。試合は５- １で日ハムが勝利した。

当
所
プ
レ
ゼ
ン
ツ
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ズ
vs
日
本
ハ
ム（
フ
ァ
ー
ム
）交
流
戦

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
高
岡
に
今
シ
ー
ズ
ン
最
多
１
、６
４
４
名
来
場
！

Pick
up!

6.19




